
 
 

静
岡
教
区 

中
遠
支
部 

立
教
百
八
十
九
年
二
月 

 
 
 
 
 
 

二 

四 

三 

 

☆ 

ひ 
の 
き 

し 

ん 
 

 

天
理
時
報 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
皆
さ
ま
へ 

 

日
頃
は
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
の
上
に
お
心
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
寒
さ
厳
し
い
中
で
す
、
気
を
付
け
て

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
。 

 

二
月 

十
一
日
号
： 

二
月 

六
日
到
着
分 

 
手
配
り
で
す 

二
月 

十
八
日
号
： 

二
月
十
三
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

二
月
二
十
五
日
号
： 

二
月
二
十
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

三
月 

 

四
日
号
： 

合
併
号
の
為 

手
配
り
は
あ
り
ま
せ
ん 

三
月 

十
一
日
号
： 

三
月 

六
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

三
月 

十
八
日
号
： 

三
月
十
三
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

三
月
二
十
五
日
号
： 

三
月
二
十
日
到
着
分 

 

手
配
り
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
日
時
」
二
月
二
十
五
日
（
水
）
九
時
～
十
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雨
天
時 

二
十
七
日
（
金
） 

「
場
所
」「
エ
コ
パ
」
十
一
駐
車
場 

花
壇 

現
地
集
合 

「
内
容
」
除
草
と
花
が
ら
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

「
服
装
」
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

「
主
催
」
掛
川｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

八
五
五
六―

二
九
六
一
萩
田
伊
津
夫（
和
田
岡
分
・
二
組
） 

 

【
日
時
】
二
月
十
二
日
（
木
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

 
 
 
 

二
月
二
十
五
日
（
水
）
九
時
～
十
時
三
十
分 

【
場
所
】「
エ
コ
パ
」
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

花
壇 

現
地
集
合 

【
内
容
】
除
草
と
花
が
ら
摘
み
の
ひ
の
き
し
ん 

【
服
装
】
ひ
の
き
し
ん
の
出
来
る
道
具
、
服
装 

【
主
催
】
磐
田 ｢

陽
気
く
ら
ぶ｣

エ
コ
パ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ 

090-

五
一
〇
五―

〇
六
七
二 

鈴
木
孝
幸
（
山
八
分
・
五
組
） 

 

☆ 

つ 

ど 

い 
 
 

 

み
ん
な
で
考
え
る
お
た
す
け
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
人
が
た
す
か
る
と
は
？
」 

 
「
人
が
た
す
か
る
と
は
？
」・
・
こ
の
問
い
は
、
お
た
す
け
に
励
む

私
た
ち
に
と
っ
て
常
に
大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。
戸
別
訪
問
や
路
傍
講
演

な
ど
布
教
に
歩
く
方
、
地
域
で
の
支
援
や
社
会
貢
献
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
、
あ
る
い
は
始
め
よ
う
と
す
る
方
の
中
で
、
悩
み
や
壁
に

直
面
し
て
い
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 



 
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
専
門
家
の
講
演
を
聞
く
場
で
は
な
く
、
参
加
者

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
思
い
や
体
験
を
語
り
合
い
、
共
に
学
び
合
う
対

話
の
場
で
す
。
困
り
ご
と
や
迷
い
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
心
の
お
た

す
け
に
つ
な
が
る
新
し
い
気
づ
き
や
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
教
祖
百
四
十
年
祭
の
節
目
に
、
あ
ら
た
め
て
「
お

た
す
け
」
の
意
味
を
共
に
問
い
直
し
、
次
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

ょ
う
。 

 

『
期
日
』
三
月
二
十
五
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分
～
十
七
時 

『
会
場
』
お
ぢ
ば 

お
や
さ
と
や
か
た
東
左
第
四
棟
三
階
各
教
室 

他 

『
対
象
』
よ
う
ぼ
く 

 
 

『
定
員
』
各
分
科
会
二
十
五
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切 

『
参
加
費
』
無
料 

 
 
 

『
締
切
』
三
月
十
五
日
（
日
） 

『
内
容
』
委
員
長
挨
拶
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

分
科
会 

分
科
会
で
は
、
左
記
の
四
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
小
グ
ル
ー 

プ
に
分
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
の
取
り
組
み
や
悩
み
を
共

有
し
、
気
づ
き
や
学
び
を
深
め
る
対
話
を
行
い
ま
す
。
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
が
進
行
を
務
め
、
話
し
合
い
の

中
で
「
人
が
た
す
か
る
」
と
は
何
か
を
共
に
考
え
ま
す
。
い

ず
れ
か
の
分
科
会
を
選
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

☆ 

に
を
い
が
け
（
神
名
流
し
、
路
傍
講
演
、
戸
別
訪
問
な
ど
） 

ね
ら
い 

ど
う
す
れ
ば
相
手
の
心
に
届
く
お
た
す
け
が
で
き
る
か
、
実

践
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
。 

内 

容 

現
場
で
の
体
験
を
振
り
返
り
、
み
教
え
を
伝
え
る
難
し
さ
や

喜
び
を
共
有
し
、
心
だ
す
け
の
姿
勢
を
考
え
ま
す
。 

進
行
役 

笹
倉 

雅
浩
氏
（
兵
庫
中
央
分
教
会
長
） 

 

☆ 

地
域
貢
献
活
動
（
子
ど
も
食
堂
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
、
学

習
支
援
な
ど
） 

ね
ら
い 

ど
う
す
れ
ば
相
手
の
心
に
届
く
お
た
す
け
が
で
き
る
か
、
実

践
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
。 

内 

容 

現
場
で
の
課
題
や
や
り
が
い
を
共
有
し
な
が
ら
、「
支
援
」
と

「
お
た
す
け
」
の
違
い
・
つ
な
が
り
を
考
え
ま
す
。 

進
行
役 

辻 

真
一
氏
（
甲
京
分
教
会
長
） 

 

☆ 

社
会
福
祉
活
動
（
里
親
、
保
護
司
、
教
誨
師
、
民
生
委
員
な

ど
） 

ね
ら
い 

社
会
に
根
ざ
し
た
信
仰
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
。 

内 

容 

地
域
社
会
に
お
け
る
奉
仕
・
貢
献
を
振
り
返
り
、
信
仰
者
と

し
て
の
関
わ
り
方
を
考
え
ま
す
。 

進
行
役 

白
熊 

繁
一
氏
（
中
千
住
分
教
会
前
会
長
） 

 

☆ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
布
教
（
音
声
配
信
、
動
画
配

信
、SNS 

、
ブ
ロ
グ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
） 

ね
ら
い 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
、
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け

を
考
え
る
。 

内 
容 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
る
事
例
を
共
有

し
、
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
に
を
い
が
け
の
か
た
ち
を
考
え

ま
す
。 

進
行
役 

吉
福 
成
人
氏
（
濃
飛
分
教
会
長
） 



 
※
連
絡
先 

ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
事
務
局 

632-8501 

天
理
市
三
島
町
一-

一 

 

☏ 
0743‐

六
三—

二
三
一
四 

 

 
FAX 0743-

六
三―

七
二
六
六 

E

メ
ー
ル h-sc@tenrikyo.jp

 

 

☆ 

学 
生 

会 
 

学
生
生
徒
修
養
会 
大
学
の
部 

 
 

お
ぢ
ば
に
お
引
き
寄
せ
い
た
だ
い
た
学
生
達
が
、
教
え
を
学
び
、
信

仰
の
喜
び
を
味
わ
い
、
普
段
か
ら
信
仰
に
基
づ
い
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
学
生
生
徒
修
養
会
大
学
の
部
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

 募
集
要
項 

《
期
間
》
三
月
四
日
（
水
）
～
三
月
八
日
（
日
）（
四
泊
五
日
） 

《
受
講
対
象
》
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
専
門
学
校
、
高
等
専
門

学
校
（
四
年
生
以
上
）
に
在
学
し
て
い
る
者 

 
 
 
 
 
 

全
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
者 

《
人
員
》
七
〇
〇
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
） 

《
内
容
》
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど 

《
集
合
》
三
月
四
日 

午
前
九
時
四
十
五
分
～
十
時
十
五
分 

 
 
 
 

詰
所
に
て
受
付
票
を
受
け
取
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
宿
舎
に 

《
解
散
》
三
月
八
日 

午
後
二
時
頃 

《
受
講
御
供
》
一
〇
，
〇
〇
〇
円
（
直
属
学
生
担
当
委
員
会
）
に
納
入 

《
申
込
期
間
》
令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
～
令
和
八
年
二
月
十
五
日 

※
申
込
方
法
な
ど
は 

 

問
い
合
わ
せ
先 

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局 

℡0743‐

六
三―

二
四
八
九 

 

学
生
生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス 

 
 

高
校
卒
業
生
が
進
学
や
就
職
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
と
進
む
こ
の
時

期
に
、
教
え
を
学
び
、
同
世
代
の
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後

の
信
仰
生
活
の
上
で
有
意
義
な
こ
と
で
す
。 

 

卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も
、
お
ぢ
ば
、
教
会
に
繋
が

り
、
教
え
を
拠
り
所
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
生

生
徒
修
養
会 

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

募
集
要
項 

【
期
間
】
三
月 

十
日
（
火
）
～
十
二
日
（
木
）（
二
泊
三
日
） 

【
受
講
対
象
】
令
和
七
年
度
高
等
学
校
卒
業
予
定
者 

 
 
 
 
 
 

全
期
間
を
通
し
て
受
講
で
き
る
者 

【
募
集
人
員
】
四
〇
〇
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
で
す
） 

【
内
容
】
講
話
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
お
た
の
し
み
行
事
な
ど 

【
集
合
】
三
月
十
日 

午
前
九
時
四
十
五
分
～
十
時
十
五
分 

 
 
 
 

詰
所
に
て
受
付
票
を
受
け
取
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
宿
舎
に 

【
解
散
】
三
月
十
二
日 

午
後
二
時
三
十
分
頃 

mailto:h-sc@tenrikyo.jp


【
受
講
御
供
】
五
，
〇
〇
〇
円
（
直
属
学
生
担
当
委
員
会
）
に
納
入 

【
申
込
期
間
】
令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
～
令
和
八
年
二
月
十
五
日 

※
申
込
方
法
な
ど
は 

学
生
担
当
委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い 

※
問
合
せ
先 
天
理
教
学
生
担
当
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

℡ 
0743‐

六
三―

二
四
八
九 

 

 

教
祖
百
四
十
年
祭 

学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会 

 

《
趣 

旨
》 

教
祖
百
四
十
年
祭
を
迎
え
、
こ
の
旬
に
、
道
に
つ
な
が
る
学
生
が
こ

ぞ
っ
て
お
ぢ
ば
に
帰
り
集
い
、
真
柱
様
の
お
言
葉
を
心
に
治
め
、
次
代

を
担
う
よ
う
ぼ
く
へ
と
成
人
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
す
る
。 

 
 

ま
た
、
道
の
学
生
が
教
会
に
つ
な
が
り
、
優
し
い
心
に
な
っ
て
、
優

し
さ
の
連
鎖
を
作
る
。
そ
し
て
、
そ
の
心
を
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な
で

つ
く
る
、
優
し
さ
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
大
会
と
す
る
。 

 《
テ
ー
マ
》 

「
皆
で
勇
ん
で
み
ん
な
で
つ
く
る
、 

優
し
さ
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
会
を
」 

 

《
期 

日
》 

三
月
二
十
八
日
（
土
） 

大
会
式
典 

 
 

二
十
七
日
（
金
） 

前
夜
祭 

《
内 

容
》 

三
月
二
十
七
日
（
金
）
夕
づ
と
め
後
～
二
十
一
時
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
夜
祭
（
東
西
泉
水
プ
ー
ル
前
広
場
） 

三
月
二
十
八
日
（
土
）
十
時
～
十
一
時
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
会
式
典
（
本
部
中
庭
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

式
典
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
つ
と
め
（
本
部
中
庭
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
一
時
四
十
五
分
頃
～
十
五
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

直
属
ア
ワ
ー
（
各
信
者
詰
所
） 

《
参
加
対
象
》
高
校
生
（
新
一
年
生
を
含
む
）、
大
学
生
、
短
期
大
学

生
、
専
門
学
校
生
、
大
学
院
生
な
ど 

《
主 

催
》
教
祖
百
四
十
年
祭
お
ぢ
ば
が
え
り
大
会
実
行
委
員
会 

 
 
 
 
 

天
理
教
学
生
担
当
委
員
会 

              


